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Abstract
　Introduction: Injuries of the ankle are frequent sports injuries, following injuries of the knee joints and shoulder 
joints among athletes who visit college sports clinics where sports activities are active.In this study, we aimed to 
clarify the present situation concerning countermeasures against injuries to ankle injuries of college athletes and 
rehabilitation, and to create knowledge that contributes to appropriate guidance and advice.
METHOD: 71 subjects (56 men and 15 womens) were competitors (basketball, baseball, gymnastic) belonging 
to the sports club of the university. A questionnaire survey was conducted from August 2018 to September 2018. 
Survey items were about age, sex, competition event, competition history, past history of ankle injury, response 
at injury, presence or absence of rehabilitation after injury, return to competition.
RESULTS: In the past trauma, there were 50 cases with a history of sprains, and 17 cases without sprains. In 
addition, the number of cases where RICE treatment was performed after sprain injury was 49 cases. Those who 
undergo a hospital visit after ankle injuries were 59%, and those who did not visit were 41%. After injury of the 
ankle sprain, at the hospital or the bone clinic, 30% of those who carried out rehabilitation were, and 70% did 
not do.
Conclusion: In this survey, it was found that university athletic athletes had a higher rate of first aid treatment 
after ankle injury. The hospital visit rate was somewhat lower and the rehabilitation implementation rate was 
even lower.
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□骨折（ひび等を含む）     □靱帯損傷      □捻挫 
□脱臼             □その他（           ） 
 
●足関節の捻挫について、お聞きします。 
問 3 足関節の捻挫をしたことがありますか？もしくは現在していますか？ 
はい   ・   いいえ 
 
問 4 足関節の捻挫をした時に RICE 処置（アイシングや固定）をしましたか？ 
はい   ・   いいえ 
 
問５ 足関節の捻挫をした際、当日か翌日に病院（接骨院を除く）に行きますか？  
はい   ・   いいえ 
 
問 6 問 5で「いいえ」と答えた方は診察を受けなかった理由を教えてください。 
※レ点で答えてください（複数可） 
□ めんどうだから         □ たいした怪我ではないから（痛みがない） 
□ お金がかかるから        □ 病院が近くにないから 
□ くせになっている外傷（ケガ）だから   □ その他（          ） 
 
問 7 足関節捻挫による病院、もしくは接骨院の受診後、継続的にリハビリに通いましたか？  
はい  ・   いいえ 
 
問 8 問 7で「はい」と答えた方は、リハビリに通った施設、期間と頻度を下記に記入ください。 
リハビリに通った施設：□病院 □接骨院 □その他（           ） 
リハビリに通った期間：（      週間）※印おおよそで結構です。 
リハビリに通った頻度：（     回/週）※週に何回通ったかでお答えください。 
問 9 問 7で「いいえ」と答えた方はリハビリを受けなかった理由を教えてください。 
※レ点で答えてください（複数可） 
□ めんどうだから         □ たいした怪我ではないと思うから 
□ お金がかかるから        □ 病院等の施設が近くにないから（アクセスが悪い） 
□ くせになっている外傷（ケガ）だから   □リハビリをするように言われないから 
□ その他（          ） 
 
●リハビリテーションやケアの教育に関することについて、お聞きします。 
問 10 足関節捻挫をした時に病院へ行くようにアドヴァイスをされますか？ 
はい  ・   いいえ 
 
問 11 問 10 で「はい」と答えた方に質問です。アドバイスをくれるのはどなたですか？ 
※レ点で答えてください（複数可） 
□監督、コーチ  □トレーナー □その他（        ） 
 
問 12  チームにアスレチックトレーナー（ケガの管理をする人）はいますか？ 
いる  ・   いない 
 
●足関節捻挫後の競技復帰について質問します。 
問 13  足関節捻挫後、痛みがあっても競技復帰をしている。 
はい  ・   いいえ 
 
問 14 足関節捻挫後、痛みがなくなれば競技復帰をしている。 
はい  ・   いいえ 
 
問 15 競技への復帰は誰が判断していますか？ 
※レ点で答えてください（複数不可） 
□監督、コーチ  □トレーナー □自分  □その他（        ） 
 
問 16 競技復帰をする際にテーピングやサポーターを必ずしていますか？ 
はい  ・   いいえ 
 
問 17 競技復帰後、アイシングやケア（リハビリ）を実施していますか？ 
している ・ していない 
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